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１．不動産販売床面積 

・中国国家統計局は、2025 年 11 月 14 日に 25 年 10 月の不動産関連統計を発表した。不動産販売床

面積の前年同月比（当社試算値、図表 1）は、▲18.8％となった（前月は▲10.5％）からマイナス

幅が拡大した。前月比（当社試算値、図表 2）は、▲3.6％となった（前月は▲0.5％）。 

 

 

 

２．住宅販売価格（70 都市） 

・住宅販売価格（70 都市単純平均）は、前年同月比で▲2.6％となった（前月は▲2.7％）（図表 3）。

2 線都市、3 線都市で下落幅が縮小した。前月比では、▲0.5％となった（前月は▲0.4％）（図表 4）。

1 線都市、3 線都市で下落幅が拡大した。 
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３．不動産開発投資 

・不動産販売床面積の前年同月比（当社試算値、図表 5）は、▲23％となった（前月は▲21.3％）。前

月比（当社試算値、図表 6）は、▲3.1％となった（前月は▲2.9％）。 

 

 

 

 

 

（図表 3） （図表 4） 
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４．不動産開発景気指数 

・不動産開発景気指数1は、92.43 と、前月の 92.77 から低下した（図表 7）。 

 

５．その他指標 

・不動産開発投資資金の前年同月比（当社試算値、図表 8）は、▲21.9％となった（前月は▲11.5％）

（図表 8）。 

・不動産完成在庫床面積は 7.6 億 m2で、前年同月比は前月から小幅に低下した（図表 9）。住宅着工

床面積（3 カ月後方移動平均、以下同）の前年同月比はマイナス幅が拡大、住宅竣工床面積の前年

同月比もマイナス幅が小幅に拡大した。 

 
1 不動産開発投資を基準指標とし、不動産投資・資金・面積・販売関連の指標を選び、季節要因を取り除いて算出した

指標。通常、100 が最適、95～105 が適度、95 以下が不景気、105 以上が過熱気味。 

本資料記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と完全性を保証するものではありません。 

また、本資料は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 
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